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金明町ガマの自生地 

竹竿でクリーン大作戦 

2 月 4 日(日)、定例活動に 15名が参加

し、竹竿を使いガマの自生地のゴミ拾

いに挑みました。水質監視所に置いた

長い竹竿でゴミを引き寄せたり、ハン

ドクリップを使ってゴミ拾いをしまし

た。この場所で 10袋の回収、浮遊ゴミ

10袋と合わせて 20袋回収し、艇に乗せ

て左岸船着場まで運びました。竹竿と

ハンドクリップは効果的でしたが、さ

らに工夫をしたいと考えています。 



東京五輪・パラリンピック 

ドイツ・カヌーチーム招聘 

日本カヌー連盟春園長公先生来草 
 2月 5日(月)、日本カヌー連盟常務理事春園長公先

生が来草し、スポーツ振興課長本多氏を訪ねました。

かねてより草加パドラーズが獨協大学とのご縁で、綾

瀬川・伝右川へドイツチームを招聘したい旨を伝えて

いましたが、中村慶太氏のお力添えで先生に立ち寄っ

ていただいたものです。本多課長さんから、草加市の

現在のオリンピックへの対応状況の説明があり、春園

先生から、

日本各地の

都市の動き

の説明があ

りました。

今後、草加

市がホスト

タウンに名

乗りを上げ

るかどうか

は全く未定

ですが、わ

ずかの可能

性があれば

何とか前進

させたいも

のです。佐

藤利器草加

市議さんに

も同席していただき、現在の状況を理解していただきました。今後、市民と行政の

パイプ役として活動していただけるものと期待しております。 

1 月の浮遊ゴミ回収の成果 
1 月の 1 ｶ月間の浮遊ゴミ回収成果は、45ℓ

ビニール袋で 105 袋分の回収量でした。出動

回数は 15回、延べ参加人数は 101 名でした。

ペットボトル、空き缶、空き瓶、スーパーの

ビニール袋、コンビニ弁当等の殻、発泡スチ

ロール、自動車のタイヤ、同座席シート、木

材、角材、建築資材などでした。振り込め詐

欺被害者の通帳もありました。 


